
 

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

議
案
第
１
号　

令
和
７
年
度
函
館
市
一
般
会

計
予
算
（
民
生
分
科
会
関
係
部
分
）

○
新
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
構
築
関
係
経
費

　

・
事
業
内
容
、
得
ら
れ
る
効
果

○
町
会
活
性
化
推
進
事
業
費

　

・
未
来
大
を
連
携
先
と
し
た
理
由

○
高
齢
者
交
通
料
金
助
成
費

　

・
事
業
内
容

○
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
関
係
経
費

　

・
事
業
の
確
認

 

主
な
理
事
者
の
説
明

○
新
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
構
築
関
係
経
費

　

最
終
処
分
場
等
の
規
模
や
概
算
事
業
費
の

算
定
な
ど
、
基
本
構
想
の
策
定
支
援
業
務
や

建
設
候
補
地
の
選
定
に
必
要
な
資
料
の
作
成

業
務
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
へ
委
託
す
る

ほ
か
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
に
あ

た
り
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
。
再
資

源
化
の
推
進
や
最
終
処
分
量
の
削
減
が
図
ら

れ
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
も
寄
与
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

○
町
会
活
性
化
推
進
事
業
費

　

町
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
進
す
る
町
会
デ

ジ
タ
ル
化
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る

た
め
、
情
報
技
術
の
知
見
を
有
す
る
公
立
は

こ
だ
て
未
来
大
学
を
連
携
先
と
す
る
。

○
高
齢
者
交
通
料
金
助
成
費

　

70
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
高
齢
者
の
外

出
を
支
援
し
、
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た

め
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
り
支
払
っ
た
市
電
お
よ

び
函
館
バ
ス
の
乗
車
料
金
の
半
額
を
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
付
与
し
、
上
限
１
万
円
で
助
成
す

る
。
タ
ク
シ
ー
料
金
等
へ
の
助
成
拡
大
に
関

し
て
は
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
含
め
た

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

○
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
関
係
経
費

　

引
き
続
き
学
校
や
支
援
機
関
を
通
じ
て
子

供
た
ち
や
市
民
へ
の
周
知
啓
発
に
努
め
、
今

年
度
作
成
し
た
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発
見
と
支
援
に
つ

な
げ
た
い
。 

 

委
員
間
の
協
議

○
新
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
構
築
関
係
経
費

　

廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
時
代
と
と

も
に
複
雑
に
な
る
中
、
様
々
な
技
術
が
求
め

ら
れ
る
。
新
た
な
最
終
処
分
場
の
整
備
に
も

関
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
必
要
な
経
費

で
あ
る
。

○
町
会
活
性
化
推
進
事
業
費

　

町
会
の
役
員
は
高
齢
者
が
多
く
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
促
進
に
ど
こ
ま
で
つ
い
て
い
け
る
か 

心
配
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
デ
ジ

タ
ル
化
し
な
け
れ
ば
事
が
進
ま
な
い
の
で
よ

し
と
し
た
い
。
未
来
大
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、

学
生
が
町
会
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
い

試
み
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
機
に
若
者
の

町
会
へ
の
参
画
も
期
待
で
き
る
。

○
高
齢
者
交
通
料
金
助
成
費

　

高
齢
者
の
外
出
促
進
の
た
め
、
タ
ク
シ
ー

利
用
や
レ
ジ
ャ
ー
へ
の
助
成
の
拡
大
に
つ
い

て
、
制
度
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
よ
し
と
し
た
い
。

○
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
関
係
経
費

　

非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
。
新

た
に
始
め
る
小
中
学
校
向
け
の
出
前
講
座
等

で
、
当
事
者
た
ち
の
気
づ
き
や
理
解
、
支
援

へ
の
つ
な
が
り
に
期
待
し
た
い
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

 

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

議
案
第
１
号　

令
和
７
年
度
函
館
市
一
般
会

計
予
算
（
経
済
建
設
分
科
会
関
係
部
分
）

○
若
者
に
向
け
た
地
元
企
業
の
魅
力
発
信
支

　

援
事
業
費

　

・
事
業
の
目
的
と
内
容
、
事
業
効
果

○
歴
史
的
建
造
物
活
用
事
業
費

　

・
事
業
の
目
的
と
内
容

議
案
第
64
号　

函
館
市
電
車
乗
車
料
金
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

・
料
金
改
定
の
目
的
や
根
拠
、
現
状

 

主
な
理
事
者
の
説
明

○
若
者
に
向
け
た
地
元
企
業
の
魅
力
発
信
支

　

援
事
業
費

　

函
館
し
ご
と
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
の
ほ
か
、

地
元
企
業
等
が
高
校
生
に
提
供
で
き
る
就
業

体
験
を
市
が
取
り
ま
と
め
、
高
校
生
と
企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
高
校
生
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
等
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
校
生
に
地
元
企
業
の
魅
力
や

仕
事
内
容
を
発
信
す
る
機
会
を
よ
り
多
く
創

出
し
、
函
館
で
働
く
選
択
肢
が
あ
る
と
い
う

意
識
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
元
定
着
を

促
進
し
、
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。

○
歴
史
的
建
造
物
活
用
事
業
費

　

所
有
者
の
中
に
は
、
経
済
的
事
情
等
に
よ

り
、
建
物
の
保
存
・
活
用
が
困
難
な
状
況
も

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
外

観
保
存
へ
の
支
援
に
加
え
、
新
た
に
魅
力
あ

る
施
設
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
内
部
改
修

に
対
し
、
補
助
率
２
分
の
１
以
内
で
、
１
千

万
円
を
上
限
に
補
助
制
度
を
創
設
す
る
も
の

で
あ
る
。

函
館
市
電
車
乗
車
料
金
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

電
気
料
金
や
資
材
価
格
等
の
高
騰
や
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
が
長
期
化
す
る
な
ど
、
想
定

を
超
え
る
経
営
環
境
の
悪
化
に
よ
り
、
令
和

８
年
度
末
に
多
額
の
資
金
が
不
足
す
る
見
込

み
と
な
り
、
安
定
的
な
事
業
運
営
の
た
め
乗

車
料
金
を
見
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

委
員
間
の
協
議

○
若
者
に
向
け
た
地
元
企
業
の
魅
力
発
信
支

援
事
業
費

　

事
業
を
し
っ
か
り
進
め
な
が
ら
、
事
業
効

果
の
可
視
化
や
、
事
業
成
果
も
伝
え
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
。

　

学
校
を
回
っ
て
聞
い
た
声
等
を
反
映
さ
せ

て
新
年
度
の
事
業
を
計
画
す
る
な
ど
、
過
去

の
積
上
げ
事
業
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
評
価

し
た
い
。

○
歴
史
的
建
造
物
活
用
事
業
費

　

歴
史
的
な
建
物
の
保
全
、
利
活
用
に
対
す

る
声
を
受
け
て
新
た
に
取
り
組
む
こ
と
が
分

か
り
、
観
光
資
源
と
し
て
保
全
し
た
い
も
の

で
も
あ
る
の
で
、
積
極
的
に
補
助
制
度
を
利

用
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

所
有
者
だ
け
で
歴
史
的
建
造
物
を
守
る
の

は
難
し
い
の
で
、
財
政
が
苦
し
い
中
で
も
歴

史
的
な
資
源
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
所
有

者
を
応
援
す
る
新
た
な
予
算
を
組
め
る
函
館

で
よ
か
っ
た
と
思
う
し
、
ぜ
ひ
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

函
館
市
電
車
乗
車
料
金
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

市
電
は
市
民
生
活
に
お
い
て
重
要
な
公
共

交
通
機
関
で
あ
り
、
観
光
資
源
で
も
あ
る
の

で
、
運
行
継
続
の
た
め
に
は
、
値
上
げ
に
よ

る
経
営
の
安
定
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

は こ だ て 市 議 会 だ よ り

経
済
建
設
分
科
会
議
案
20
件
を
審
査

民
生
分
科
会

議
案
42
件
を
審
査

4


